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追 加 提 案 い た し ま し た 議 案 第 27号 か ら 議 案 第 29号 ま で

に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 27号 「 令 和 ４ 年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 補 正 予

算 （ 第 11号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、 年 度 内 に 事 業 が 完 了 す る 見 込 が な い た

め 、 自 治 会 公 民 館 敷 地 等 の 災 害 復 旧 支 援 に 要 す る 経 費 で

あ る 「 単 位 自 治 会 活 動 支 援 事 業 」 及 び 中 小 企 業 防 災 対 策

に 要 す る 経 費 で あ る 「 企 業 誘 致 対 策 事 業 」 に 、 明 許 繰 越

に よ る 繰 越 し の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 28号 「 令 和 ５ 年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 補 正 予

算 （ 第 １ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、 総 務 費 に つ い て 、 副 市 長 が 新 た に 選 任

さ れ た 際 の 赴 任 に 要 す る 経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ

た も の で あ り 、 財 源 に つ き ま し て は 、 繰 入 金 を も っ て 充

当 し て お り ま す 。  

 

 こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 14

万 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

176億 6, 8 1 4万 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 29号 「 副 市 長 の 選 任 」 に つ い て 説 明 申 し

上 げ ま す 。  

 

本 件 に つ き ま し て は 、 現 在 、 副 市 長 で あ り ま す 前 田 創

之 氏 が 本 年 ３ 月 31日 を も っ て 退 職 さ れ る こ と か ら 、 新 た

に 副 市 長 と し て 、 森 元 裕 樹 氏 を 選 任 し よ う と す る も の で

あ り ま す 。  
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森 元 氏 は 、 平 成 ５ 年 に 鹿 児 島 県 庁 に 入 庁 さ れ 、 保 健 福

祉 部 子 ど も 福 祉 課 家 庭 福 祉 係 長 、 く ら し 保 健 福 祉 部 子 ど

も 家 庭 課 主 幹 な ど を 歴 任 し 、 現 在 も 農 政 部 農 政 課 か ご し

ま の 食 ブ ラ ン ド 推 進 室 長 補 佐 と し て 、 ご 活 躍 さ れ て お り

ま す 。 こ れ ま で の 各 部 局 で の 豊 富 な 行 政 経 験 と 幅 広 い 人

脈 、 そ の 優 れ た 見 識 や 指 導 力 は 、 本 市 の 発 展 に 大 い に 寄

与 し て い た だ け る も の と 期 待 す る も の で あ り ま す 。  

 

以 上 の こ と か ら 、 森 元 裕 樹 氏 を 本 市 の 副 市 長 に 適 任 で

あ る と 考 え 、 地 方 自 治 法 第 162条 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同

意 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

以 上 、 議 案 ３ 件 に つ い て の 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し

く 御 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

 

――― 降  壇  ――― 


